
◆2024年1月の新刊　　　　 日本キリスト教団出版局

2024年

1月24日
刊行予定

1962年、東京都に生れる。聖和大学教育学部キリ
スト教教育学科、Presbyterian School of Christian 
Education 卒業。博士（神学）。現在、学校法人関
西学院  聖和短期大学教授、宗教主事。この間、キ

リスト教教育主事として、日本基督教団塚口教会、大阪城北教会で教会教育に携わる。

聖書のお話を子どもたちへ

四六判・並製・128頁・定価1,540円（本体1,400円＋税）
ISBN978-4-8184-1153-1　C0016

子どもたちへの聖書のお話の仕方、習ったことありますか？
伝わるお話のための3つのポイントや、お話づくり4ステッ
プ、お話の5つのタイプなど、現場で役立つ待望の手引き書。
CSで、またキリスト教幼稚園・保育園で、子どもたちの前
に立つすべての人に。『季刊 教師の友』連載を単行本化。

【好評発売中】『非暴力の教育──今こそ、キリスト教教育を！』小見のぞみ　定価1,760円

子どもたちに聖書の物語を語り伝える人のための、実践的手引き

第Ⅰ部　レギーネ・シントラーに学ぶ
　　　　子どもたちへの聖書のお話
1　聖書のお話、はじまるよ！
2　聞き手ファーストの心で
3　物語る言葉　その1
4　物語る言葉　その2
5　物語は「人生経験」に
6　子どもの世界と聖書を結ぶ仕事
7　どうしても！ の良い知らせ

8　説明の問題、説明が問題
9　「応用」の誘惑を越えて
10　絵と物語の深ーい関係
　コラム　レギーネ・シントラー
第Ⅱ部　聖書のお話、つくろう・語ろう
11　お話づくり実際編
　A　お話づくりの4ステップ
　B　お話のいろいろなタイプ
12　聖書のお話、みんなで聞こう

目
　
次 13　お話名人3人のおはなし

　久留島武彦（1874–1960）
　田村直臣（1858–1934）
　三戸吉太郎（1868–1925）
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第1章  聖歌集　
・聖歌集『きりしたんのうたひ』（1878）
・明治期の「手書き歌詞聖歌集」について
　　─《ド・ロさまの歌》との関連
・『カトリック聖歌集』（1966）の編纂と日本人の
　作曲による聖歌　他
第2章  聖歌
・聖歌の世界─明治期から昭和初期までの聖歌
・《無原罪の聖マリアの賛歌》
　　─明治期に歌われたフランスの聖歌
・山本直忠の聖楽劇《受難》　他

第3章  典礼
・｢モトゥ・プロプリオ」（1903）と日本の典礼運動
　　─『フォス・キリストォ』誌に見られる聖歌を中心に
・『フォス・キリストォ』誌に見られる朝鮮カトリック教会のリタニエ　他
第4章  グレゴリオ聖歌
・「グレゴリアン音樂學會」の設立過程と終戦までの活動状況
・「アヌイ師と宮城道雄氏の對談」
　　─グレゴリオ聖歌と「自由リズム」
第5章  ハルモニウム　
・ハルモニウムによる聖歌伴奏譜─ 『日本聖詠』（1907）から
　『カトリック聖歌伴奏』（1966）まで　他

目
　
次

2024年

1月25日
刊行予定

日本カトリック教会の音楽
明治期から昭和初期まで・宣教師らの軌跡とともに

A5判・上製・408頁・定価6,820円（本体6,200円＋税）
ISBN978-4-8184-1151-7 　C1073

明治期以来の日本語聖歌集、日本人による聖歌、音楽を用いた
宣教、グレゴリオ聖歌研究と受容、ハルモニウム（リードオルガン）
……開国から戦中・戦後に至るまでの日本におけるカトリック
音楽に関する論考20編を、豊富な図版、資料とともに収録する
貴重な一冊。

第6章  資料紹介
①山本直忠作曲
　《民謡調弥撒曲》
②「ミサ聖祭解説」
③「手書き歌詞聖歌集」
　の断片（1枚）
④《アマノコウグウ・ウタヒ・》
⑤三木露風とCh.タルシス
　　a）“Nobara” 
　　b）『修道院の花』
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1947年生まれ。イエズス会士。フランクフルト大学卒業、同大学
院修了。ボン大学において博士号を修得（音楽学）。現在、エリ
ザベト音楽大学名誉教授。

エリザベト音楽大学卒業（首席）、同大学院修士課程宗教音楽
学修了。宗教音楽、特に日本のカトリック教会の音楽研究に携わ
る。現在、キリスト教礼拝音楽学会会員。
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はじめに─満州移民の現代的意味
序章　戦後、忘却された〈疚しさ〉　
　第一節　忘却に抗う
　第二節　満州領有への野望
第一章　なぜ開拓村は襲われたのか
　第一節　現地住民の悲惨史　
　第二節　満州国の終焉　
　第三節　「民族協和」の幻想
　第四節　国家の方策に抗う
第二章　海外移民と満鉄時代
　第一節　満鉄と農業
　第二節　農業スペシャリストの引き抜き

　第三節　「革命か、社会改良か？」　
第三章　移民と「満州国」建国　
　第一節　アメリカの移民制限の影響
　第二節　東アジアに新国家出現
第四章　「移民」から「開拓団」へ　
　第一節　日中戦争の開始
　第二節　巨星・賀川豊彦の渡満
第五章　キリスト教開拓団　
　第一節　第一次キリスト教開拓村・
　　　　　長嶺子基督教開拓団　
　証言1　陳丕林／証言2　小川善一
　／証言3　岸本正義／証言4　中川

目
　
次

2024年

1月25日
刊行予定
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1941年、神戸に生まれる。作家。神戸女学院大学
英文科卒、在学中の1963年から1年間イスラエル
留学。卒業後、出版社勤務、市民活動（不登校・
引き込もり青少年サポート）などのかたわら、ノ
ンフィクションを中心に執筆活動を続ける。

証言・満州キリスト教開拓村
国策移民迎合の果てに

A5判・並製・240頁・定価3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN978-4-8184-1154-8 　C0021

かつて日本の生命線と言われた満州国。その傀儡国家に、
国策として多数の農業開拓団が送り込まれた。現地人の土
地を取り上げ、各地に日本人村を作っていったのだ。その
中にキリスト教開拓団があった。敗戦と共に悲惨な最後を
迎えた団員の貴重な証言集。

　芳郎／証言5　横坂勝夫牧師／証言6　橋本武雄について
　／証言7　藤本宮江／証言8　藤善音／証言9　坂井嘉之に
　ついて／証言10　炭本洽和雄・孝介兄弟について／証言11
　小梨信雄（団員の子ども）／証言12　榎本和子（十代後半）
　第二節　第二次キリスト教開拓村・南緑ケ丘基督教開拓団
終章　「大陸への移民史」の終焉
　第一節　溥儀・廃帝──弊履の如くに　
　第二節　内モンゴルに入植した東京の「ルンペン移民」たちの場合
　第三節　「開拓の花嫁」の記憶・語れなかった者たちのために
あとがきにかえて─日本の半分しか知らない現代日本人



神の子とする恵み
宗教改革信条史における「神の子」概念再考

教文館　新刊案内 1月24日発売予定

A5判・上製・614頁・定価6,600円（本体6,000円＋税）　ISBN978-4-7642-7479-2　C3016

❖著者紹介 齋藤五十三（さいとう・いそみ）　1966 年、山形県に生まれる。法政大学、東京基督神学校、カルヴィン神学校（�.M）、
アムステルダム自由大学（Ph.D）で学ぶ。現在、東京基督教大学准教授。

齋藤五十三❖著

パウロ書簡を起源として、救済論の一側面として発展した「神の子とす
る恵み」の教理。福音の家族的側面が持つ救済の意味を、宗教改革期
前後の信仰告白文書を丹念に検証しながら再発見する！
歴史神学的であると同時に、牧会的視点も加味した渾身の研究。
本書を世に送り出すにあたり筆者は、本来滅びに値する者であった私たちを「子」として救う神の主権的恩恵への頌栄として、書名を『神の子
とする恵み』とした。「子とする」と能動態にすれば神の恵みの「御業」が強調され、「子とされる」と受動態にすれば「子」とされる者の「立場」
に焦点が当たる。「神の子」概念の基礎となるギリシア語の単語υἱοθεσία（ヒュイオセシア）の語義に照らせば、どちらの表現も可能でそれぞれ
に意義があるのだが、この概念が神の一方的な恵みを強調するものであることに加え、「子とする御霊」（ロマ8:15）という聖霊の呼称が定着
していること、信条史において重要な役割を担っている『ウェストミンスター信仰告白』が「子とすること」と表現していることにも鑑みて能動態
を採用した。このように本書名には、私たちを子とする「神の恩恵の主権性」を強調する神学的意図が込められている。       （「はじめに」より）



　教 文 館 新刊案内 2024年1月25日発売予定　

四六判・並製・336頁・定価3,520円（本体3,200円＋税）・ISBN 978‒4‒7642‒6179‒2　C3016

元和大殉教、イグナチオ・デ・ロヨラとフランシスコ・ザビエル列聖、教皇庁布教聖省の創立
から 400 年を記念して編まれた論集。禁教の要因、世界的な宣教動向、民衆の信仰生活、為政
者の自己神格化などの問題を掘り下げ、当時のキリスト教の実相に多方向から焦点を当てる。

1622年：キリシタン史の転換点

キリシタン１６２２
川村信三／清水有子 編 キリシタン文化研究会 監修

キリシタン文化研究 第 30 冊

殉教・列聖・布教聖省　400年目の省察

　　　　序　章（川村信三）
第一部　元和大殉教とキリシタン
　まえがき（浅見雅一）
　第一章　「元和大殉教図」についての新情報（デ・ルカ・レンゾ）
　第二章　慶長・元和期の禁教・殉教と托鉢修道会（清水有子）
　第三章　禁教期日本人司祭とキリシタン信徒たち（竹山瞬太）
第二部　元和期の宣教活動――新たな時代の幕開け
　まえがき（東馬場郁生）
　第一章　アントニオ・フランシスコ・カルディンの弘報運動をめ

ぐる文脈（阿久根　晋）
　第二章　布教聖省設立と日本（木﨑孝嘉）
　第三章　ロヨラ・ザビエル・殉教者（小俣ラポー日登美）

第三部　潜伏キリシタンの信仰
　まえがき（川村信三）
　第一章　民衆キリシタンはキリシタンをいかに受容し伝承してき

たのか（宮崎賢太郎）
　第二章　ムラ・イエのキリシタン信仰（中園成生）
　第三章　潜伏きりしたんの「信仰」の語り方（東馬場郁生）
第四部　天下人の自己神格化とキリスト教
　まえがき（清水有子）
　第一章　信長「自己神格化」問題の再考（川村信三）
　第二章　フランシスコ・ザビエルの列聖と豊臣秀吉の神格化（タ

イモン・スクリーチ）
　第三章　徳川家康の神格化の歴史的前提（野村　玄）
　　　　終　章　（清水有子）



新教出版社・新刊案内　2024 年 1月 25 日発売

旧約聖書 預言書
要約と概説
宮平 望［著］

宮平 望（みやひら・のぞむ）

1966年生まれ。同志社大学、ハーバード大学、オックスフォード大学、ケンブリッジ大学などで学ぶ。現在、西南学
院大学国際文化学部教授、神学博士。 詳しくは著者のサイト https://miyahiranozomuhome.wixsite.com/mysite を参照。

Ａ５判・並製・305 頁・本体 2,300 円（税込定価 2,530 円）
ISBN 978-4-400-11906-7　C1016

新しい旧約入門シリーズ、第 4 弾、完結！
旧約聖書の諸文書を、すべての章ごとに、ヘブライ語原典に基づいて要約し、
新約聖書の視点からメッセージを解読する。
創見に満ちた解釈を随所に盛り込み、聖書の通読と学びが楽しくなる。
旧約聖書の複雑多様な世界を読み進めるための好個の手引き。全４冊。

「預言書」は、イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書、ホセア書、ヨエル書、
アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ書、ナホム書、ハバクク書、ゼファニヤ書、ハガイ書、
ゼカリヤ書、マラキ書の 17書を扱う。

【既刊】▶旧約聖書 律法書、▶旧約聖書 歴史書、▶旧約聖書 文学書

預言書

本体 2000 円 本体 2000 円 本体 1900 円



新教出版社・新刊案内　2024 年 1月 25 日発売

キルケゴールのキリスト論 
同時代のヘーゲル主義者との関係で
鹿住輝之［著］ A5 判・上製・300 頁・本体 4,500 円（税込定価 4,950 円）

ISBN 978-4-400-31097-6　C1016

著者かすみ・てるゆき氏は、1981 年生まれ。立教大学大学院キリスト教学
研究科博士課程後期課程修了（博士［文学］）。現在、立教大学兼任講師。
論文に、「ハンス・ラッセン・マーテンセンにおける「受肉」の教義につい
て」、『新キェルケゴール研究』、第 19 号（2021 年）他。共訳書に、ジョン・
スチュワート著『キェルケゴールは反ヘーゲル主義者だったのか？』（萌書
房、2023 年）。

従来キルケゴールの体系批判はヘーゲル批判と結び

つけられてきたが、実はハイベアやマーテンセンと

いった同時代のヘーゲル主義者に向けられていたの

だ。彼らはデンマーク社会が直面した自由主義的要

求に各様に応答したが、キルケゴールは両者と異な

っていた。その相違の核心をキリスト論に見出し、

その理路を解明した俊英の力作。

〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 9-1
Tel: 03-3260-6148 / Fax: 03-3260-6198 / Email: eigyo@shinkyo-pb.com

【目　次】

序　論

第一節　本研究の方法論と目的

第二節　先行研究と本研究の独自性

第一章　三者の危機意識の基盤となった歴史
的背景

第一節　デンマークにおける国家と宗教の結
びつき

第二節　敬虔主義と啓蒙主義

第三節　自由主義の台頭

第四節　自由主義と農民覚醒運動とナショナ
リズムの結合

第五節　一八四八年の革命と信教の自由

第二章　ハイベアのキリスト論

第一節　ハイベアの生い立ちと問題意識

第二節　ハイベアの『現代にとっての哲学の
意義について』：哲学と宗教、芸術

の関係

第三節　「ローテ博士の三位一体論と和解論
への批評」におけるハイベアのキリ
スト論

第三章　マーテンセンのキリスト論

第一節　マーテンセンの生い立ちと問題意識

第二節　マーテンセンの受肉理解

第三節　マーテンセンの危機意識と教会論

第四章　キルケゴールのキリスト論

第一節　『イロニーの概念』におけるキルケゴ
ールの問題意識

第二節　『あれかこれか』における思弁批判

第三節　『哲学的断片』と『後書き』でのキリ
スト教の思弁的解釈に対する批判

第四節　愛としてのキリスト論

結　論



2024年 1月 25日刊行予定

ヨベル　YOBEL Inc. 〒 113-0033　東京都文京区本郷４- １- １　T 03-3818-4851　F 03-3818-4858　http://www.yobel.co.jp

新書判・予 256 頁・1,320 円（税込）
本体 1,200 円 + 税 ISBN978-4-909871-49-7 C0216

キリスト教思想史の諸時代 別巻 2
金子晴勇 ［著］ （ヨーロッパ思想史）［全 7巻別巻 2］

ヨベル新書
003

093

アウグスティヌスの 『三位一体論』 を読む　　［第9回配本］

若き日の取り組みから 70 年を経て、ついに完成した『三位一体論』の詳細なコメンタリー。
古代キリスト教最大の成果であるこの教義を［カリタス = 聖い愛］の本性から解明した書。
三位一体の類似像を発見する手引きとなっているのが愛の現象であり、この愛が知性を媒介にしてその存在構造が解明さ
れたことがここに明らかになった。しかも愛の本性は対象に向かいながら同時に自己に向かっている。……アウグスティ
ヌスの説く聖い愛カリタスは神への愛と自己への愛とを一つに融合させた統合体となっている。（本書より）

《主な目次》
第１章　古代教会における教義
（1）キリスト教のギリシア化／（2）三位一体論争／（3）キリスト論
の問題／（4）アレイオス主義と三位一体論争／（5）アウグスティヌ
ス時代の神学状況／（6）異端論争と受肉

第 2 章　『三位一体論』の第 1 部（第 1 ― 7 巻）の構成
第1部　聖書を基礎にして三位一体の教義を考察する／第1巻／三位一体の
定義、ほか／第2巻／第3巻／第4巻／第5巻／第6巻／第7巻

第 3 章　『三位一体論』の第 2 部（第 8 ― 15 巻）の構成
第8巻／第9巻／第10巻／第11巻／第12巻／第13巻／第14巻／第15巻

第 4 章　受肉の神学
はじめに／（1）異端論駁と受肉思想／（2）受肉の神学／（3）キリスト諭の問
題／（4）『ヨハネ福音書講解説教』における受肉の神学と「属性の交流」、ほか

第 5 章　「神の像」の理解
はじめに／（1）「神の像」と「似姿」／（2）「神の像」の探求／（3）

「神の像」の更新／（4）「神の像」の思想的特質
第 6 章　『三位一体論』における信仰と理性

はじめに／（1）愛の三肢構造／（2）知性（intelligentia）／（3）愛の根
源なる神に向かう超越と二つの三肢構造の関係／（4）存在・認識・愛の
三一構造／（5）理性と信仰との関係の最終的結論、ほか／付論1　理性と
信仰との区別の問題／付論 2　『真の宗教』における信仰と理性

第 7 章　知性的認識と照明説
（1）知恵と知識の区別／（2）受肉したロゴスの意義／（3）インテリゲン
ティアの作用／（4）三位一体論の照明説／補論 1　『ソリロクィア』の照
明説／補論2　『真の宗教』における内面性の命法の構造

第 8 章　神への超越機能と三位一体神秘主義

（１）対向性としの霊性と超越機能性／（2）『真の宗教』における「超越の
命法」／（3）『三位一体論』における理性と霊性／（4）聖なる愛と霊性の
活動／（5）三位一体神秘主義／結論

第 9 章　アウグスティヌスの現代的意義
（1）「神の像」についてのアウグスティヌスとルターの相違／（2）聖
書解釈の相違／（3）「転義」の理解の問題／⑴ アウグスティヌスにお
ける「転義」の意味／⑵ ルターにおける転義的解釈の特質／付論

付属資料１　アウグスティヌスの書簡 174――アウレリウ
スへの手紙／付属資料２　アウグスティヌスの書簡 120―
―コンセンティウスへの手紙

あとがき／書評再録（評者：出村みや子氏）

著者紹介　金子晴勇（かねこ・はるお）
1932 年静岡生まれ。1962 年京都大学大学院博士課程中退。67 年立教大学助教授、75 年『ルターの人間学』で京大文学博士、76 年同書で日本学士院賞受賞。82 年岡山大学教授、
1990 年静岡大学教授、1995 年聖学院大学客員教授。2010 年退官。　主な著書：『ルターの人間学』（1975）『アウグスティヌスの人間学』（1982）、『ヨーロッパ人間学の歴史』（2008）、

『エラスムスの人間学』（2011）、『アウグスティヌスの知恵』（2012）、『知恵の探求とは何か』（2013）、『キリスト教人間学』（2020）、『私たちの信仰』（2020）、『人文学の学び方』
（2020）、『ヨーロッパ思想史』（2021）、『東西の霊性思想』（20212）、ほか多数　主な訳書：アウグスティヌス著作集 第 9 巻（1979）、ルター『生と死の講話』（2007）、ルター『神
学討論集』（2010）、エラスムス『格言選集』（2015）、C. N. コックレン『キリスト教と古典文化』（2018）、エラスムス『対話集』（2019）ほか多数　太文字は小社刊行

全巻構成（赤文字は既刊　各巻　新書判・平均 272 頁・1,320 円税込）

Ⅰ  ヨーロッパ精神の源流　［好評既刊　再版］

Ⅱ  アウグスティヌスの思想世界　［好評既刊　在庫僅少］

Ⅲ  ヨーロッパ中世の思想家たち　［好評既刊］

Ⅳ  エラスムスと教養世界　［好評既刊］

Ⅴ  ルターの思索　［好評既刊］

Ⅵ  宗教改革と近代思想　［好評既刊］

Ⅶ  現代思想との対決　［好評既刊］
別巻 1  アウグスティヌスの霊性思想　［好評既刊］
別巻 2  アウグスティヌス『三位一体論』の研究　［最終回配本］

本巻全
9巻完

結！



2023 ケズィック・コンベンション説教集 ― 大井  満責任編集

キリストの光に照らされて歩む

発行：日本ケズィック ･ コンベンション　発売：ヨベル　YOBEL Inc. 　〒 113-0033　東京都文京区本郷４- １- １　 T 03-3818-4851　F 03-3818-4858

序文　対面で説教を聞ける幸い　鎌野 善三
〈バイブル・リーディングⅠ〉　イアン・コフィ　　
　神の召しへの完全な明け渡し（エレミヤ書 １章１〜 19 節）

〈バイブル・リーディングⅡ〉　イアン・コフィ
　絶望から立ち上がるために（列王記第一 19 章１〜 18 節）

〈バイブル・リーディングⅢ〉　イアン・コフィ
　ヨハネ・マルコの失敗に学ぶ（マルコによる福音書 14 章 32 〜 52 節）

〈聖会Ⅰ〉　鎌野 善三
　明らかにされた奥義（コロサイの信徒への手紙 １章 24 〜 29 節）

〈聖会Ⅱ〉　デビッド・オルフォード　
　神の聖なる民として何を第一にするか（ペトロの手紙第一 １章 14 〜
25 節）

〈聖会Ⅲ〉　永井 信義　
　その水を私にください（ヨハネによる福音書 ４章１〜 15 節）

〈聖会Ⅳ〉　　鎌野 善三
　聖なる者としての歩み（コロサイの信徒への手紙 ３章 12 〜 17 節）

〈聖会Ⅴ〉　デビッド・オルフォード　
　霊的成長への招き（ペトロの手紙 一 ２章１〜 10 節）

〈女性セミナー〉　　ルース・コフィ
　聖なる御翼の陰（詩編 17 編１〜９節）

〈教職セミナー〉　  デビッド・オルフォード　
　試練の中でどのようにキリスト者として生きるか

　（エフェソの信徒への手紙 ６章 19 〜 20 節、ペトロの手紙第一 ３章８〜 18 節、３
章 22 〜 4 章 2 節）

〈信徒セミナー〉　　永井 信義
　目を上げて畑を見なさい（ヨハネによる福音書 ４章 31 〜 36 節）

〈第 30 回沖縄ケズィック・コンベンション　女性大会〉　 ジョン・オ
ズワルト　
　終わりの時代をどのように生きるのか（ルカによる福音書 18 章 1
〜 34 節）

〈第 31 回 九州ケズィック・コンベンション〉　石田　 学
　我が内におられるキリスト （イザヤ書 61 章 1 節、ヨハネの黙示録 3 章 20
節、ローマの信徒への手紙 8 章 1 〜 17 節）

〈第 58 回 大阪ケズィック・コンベンション　聖書講解⑤〉   イアン・
コフィ
　困難の中で神を見出すⅡ　「ルツと喪失」

〈第 16 回 東北ケズィック・コンベンション〉　鎌野 善三　
　神の栄光をほめたたえよう（エペソ人への手紙 1 章 1 〜 14 節）

〈第 57 回 北海道ケズィック・コンベンション〉      イアン・コフィ
　貧しさから豊かさへ　悲しみから喜びへ（マタイの福音書 5 章 3
〜 4 節）
あとがき　大井　 満 ／ 書評再録 2022 年説教集

今の時代にキリスト者として、どう歩み、
証言し、生きるか。与えられた使命とは。
鎌野善三師：「説教は生ものだ」と聞いたことがあります。語る側も聞く側も
祈りをもって準備します。しかし、ある一回の説教は、他のどの説教とも違って
います。その時々に聖霊が働いてくださり、聖書のみことばが、その時、その場所で、一人一人に命を与えるものとなるのです。みことばの光によっ
て魂が照らされて、あるいは悔い改め、あるいは励まされ、キリストに自らを明け渡して歩んでいけることは何と大きな恵みでしょうか。（序文より）

四六判・160 頁・定価 1,650 円 税込
本体 1,500 円 + 税 ISBN 978-4-911054-14-7  C0016

1 月 25 日刊行予定

Guided by the Light of Christ　海外講師と日本人講師との霊性豊かで味わい深いメッセージ！

デビッド・
オルフォード師イアン・コフィ師 ルース・

コフィ師

鎌野善三師 永井信義師 ジョン・
オズワルト師 石田　学師
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2 月 10 日刊行予定

聖化の再発見  ジパング篇
［編著］大頭眞一と焚き火を囲む仲間たち
解題：横田法路／対話：小平牧生／石田聖実／岩上祝仁／錦織 寛／書評：原田彰久／久保木 聡

大頭 眞一（おおず・しんいち）
1960 年神戸市生まれ。北海道大学経済学部卒業後、三菱重工に勤務。英国マンチェスターのナザレン・セオロジカル・カレッジ（BA、MA）と関西聖書神学校で学ぶ。
日本イエス・キリスト教団香登教会伝道師・副牧師を経て、現在、京都府・京都信愛教会 / 明野キリスト教会牧師、関西聖書神学校講師。

主な著書：『聖書は物語る』（2013、20238）、『聖書はさらに物語る』（2015、20194）、共著：『焚き火を囲んで聴く神の物語・対話篇』（2017）、『アブラハムと神さまと星
空と　創世記・上』（2019、20202）、『天からのはしご　創世記・下』（2020、20222）、『栄光への脱出　出エジプト記』（2021）、『聖なる神聖なる民　レビ記』（2021）、

『何度でも 何度で 何度でも 愛　民数記』（2021）、『えらべ、いのちを　申命記・上』（2022）、『神さまの宝もの　申命記・中』（2023）、『いのち果てるとも　申命記・下』
（2023 以上ヨベル）、『焚き火を囲んで聴く神の物語・聖書信仰篇』（2021、ライフストーラー企画）、『焚き火を囲んで聴くキリスト教入門』（2023、いのちのことば社）

主な訳書：マイケル・ロダール『神の物語』（日本聖化協力会出版委員会、2011、20122）、マイケル・ロダール『神の物語　上・下』（ヨベル新書、2017）、英国ナザレ
ン神学校著『聖化の再発見 上・下』（共訳、いのちのことば社、2022）

焚き火を囲む仲間たちのプロフィール
横田法路（よこた・ぽうろ）日本イエス・キリスト教団福岡教会牧師。九州キリスト災害支援センター理事長。関西聖書神学校講師。
小平牧生（こだいら・まきお）1958 年、東京生まれ。基督兄弟団ニューコミュニティ牧師。著書に「有能であるよりも、有益であることを」（いのちのことば社）。
石田聖実（いしだ・きよみ）1956 年東京生まれ。明治学院大学文学部英文学科、東京神学大学神学部卒業、同大学院神学研究科修了。日本基督教団諫早教会、尾陽

教会を経て現在は鈴鹿教会牧師。鎮西学院高等学校、名古屋高等学校、金城学院高等学校の非常勤講師を経て、現在は名古屋学院大学非常勤講師。
岩上祝仁（いわがみ・のりひと）和歌山育ち。牧師家庭の三代目。大学卒業後、イムマヌエル聖宣神学院、アズベリセミナーで学ぶ。帰国後、久留米教会（福岡）、

神戸教会で奉仕する。関西聖書神学校、聖宣神学院などでも教える。（ウエスレー神学・キリスト者教育）妻と二男・一女の五人家族。
錦織　寛（にしこおり・ひろし）東京聖書学院卒、米国タルボット神学校でキリスト教教育の分野で博士号（Ph.D) 取得。現在、東京聖書学院院長、日本ホーリネ

ス教団上池、東京中央、東京仲よし教会牧師。日本ホーリネス教団次世代育成委員長。
原田彰久（はらだ・あきひさ）1963 年宮崎県生まれ。中央大学卒業。在学中にキリスト者学生会（KGK）で活動。いのちのことば社勤務。東京神学大学、同大学院修了。

日本基督教団東京聖書学校吉川教会牧師。東京聖書学校教授
久保木　聡（くぼき・さとし）1972 年生。日本ナザレン教団大阪桃谷教会牧師。ドリームパーティー共同発起人。

「先生の周りで『きよめ』で困っている
人というのはあるでしょうか。」

えっ、いきなり、そこですか ?! こちらがたじろぐ直球でズバズバ
切り込み、現代に生きるキリスト者の聖化（きよめ）の問題を生活
の最前線で解明せんと欲す。好評を博した『聖化の再発見』を日本
に根づかせる希望の模索が〈ジパング篇〉へと結晶。

まえがき　　大頭眞一
解　　題　　横田法路
１　説教篇【2022京都聖会】
　　　Ⅰ　主のきよさをしたって　マイ・ヒストリー
　　　Ⅱ　主のようにきよくなる　神さまがいる
　　　Ⅲ　主のいのちあふれて　仲間がいる
２　研究ノート：小島伊助の動的聖化論『キリスト者を描く
　　　― クリスチャン一代記』を再読して
３　対話篇
　　小平牧生（基督兄弟団）
　　石田聖実（日本基督教団）
　　岩上祝仁（イムマヌエル総合伝道団）
　　錦織　寛（日本ホーリネス教団）
４書評　『聖化の再発見　上・下』
　　原田彰久（東京聖書学校）
　　久保木聡（日本ナザレン教団）

四六判・240 頁・定価 1,870 円
本体 1,700 円 + 税　ISBN978-4-911054-12-3 C0016
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渡辺善太著作選  ⓯　全 15 冊別巻 1 予定〈第 9 回配本〉

善太先生「教会と政治」を語
『 教 会 と 政 治 』を 改 題

る
教会の正典たる 「聖書」 は、

「政教」 をどう教えているか ?

福音宣教の使命に専心する福音派も、政教一致をめざす社会派
も、教会のあり方としてはいずれも聖書的ではなく、誤謬に
陥っている、と大胆にも善太先生は喝破する。ではそのいずれ
でもない第三の道があるのか ?  それは何か ?  今も現代性に溢
れ、襟を正される清冽な直言に満ちた善太節を、いざ堪能 !

周知のように、また私自身 65 年の信仰生活の間に直接見聞したところ
が示しているように、わが国ではキリスト者が社会活動に熱中すれば
するほど、教会から遠ざかるという歴史がある。これは今日たくさん
出ているその方面の書物を見ればすぐわかる。これには教会側にも、外
に立つキリスト者側にも、それぞれ責任がある。この点を今さらここ
にくり返す必要はない。ただここで一言くり返す言葉は、両者とも真
にその誤謬を「悔い改め」るという一点である。これができれば、過
去における悲しむべき歴史はくり返されないであろう。（本書より）

渡辺善太著作選　全 15 冊　別巻１内容
新書判・208 頁〜予 360 頁  本体 1,800 円（税別表示）

❶　偽善者を出す処　 ――  偽善者は教会の必然的現象 ――

　304 頁・1,800 円　　ISBN978-4-946565-75-5 C0016　〈第１回配本〉
❷　現実教会の福音的認識、他

　318 頁・1,800 円　　ISBN978-4-946565-76-2 C0016　〈第４回配本〉
❸　聖書論 ――  聖書正典論　１/Ⅰ

　288 頁・1,800 円　　ISBN978-4-946565-77-9 C0016　〈第２回配本〉
❹　聖書論 ――  聖書正典論　２/Ⅰ

　256 頁・1,800 円　　ISBN978-4-946565-78-6 C0016　〈第３回配本〉
❺　聖書論 ――  聖書解釈論　1/ Ⅰ　予 240 頁〈次回配本〉

❻　聖書論 ――  聖書解釈論　2/ Ⅰ　予 240 頁

❼　聖書論 ――  聖書解釈論　3/ Ⅰ　予 240 頁

❽　聖書論 ――  聖書神学論　1/ Ⅰ　予 220 頁

❾　聖書論 ――  聖書神学論　2/ Ⅰ　予 220 頁

❿　聖書論 ――  聖書学体系論　一試論、他　予 220 頁

⓫　聖書的説教とは？　　　 312 頁〈第６回配本〉

⓬　わかって、わからないキリスト教
308 頁・1,800 円　　ISBN978-4-946565-79-3 C0016　〈第５回配本〉

⓭　人間―この失われたもの　360 頁〈第７回配本〉

360 頁・1,800 円　　ISBN978-4-907486-39-6 C0216　〈第 7回配本〉
⓮　善太先生「聖霊論」を語る

208 頁・1,800 円　　ISBN978-4-907486-96-9 C0216　〈第 8回配本〉
⓯　善太先生「教会と政治」を語る

280 頁・1,800 円　　ISBN978-4-911054-13-0 C0216　〈第 9回配本〉
刊行順序・内容は変更される場合がございます。

待望の復刊！

YOBEL 新書 094
新書判・280 頁・定価 1,980 円

1,800 円 + 税　ISBN978-4-911054-13-0 C0216

ヨベル新書
003

094
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大頭眞一　「焚き火を囲んで聴く神の物語・説教篇」シリーズ［全 8 冊］

アブラハムと神さまと星空と
― 創世記・上

重版案内

焚き火を囲んで聴く神の物語・説教篇
　全 8 冊構成　全巻完結！　好評発売中！

新書判・200 頁〜 256 頁　各巻定価 1,210 円〜 1,430 円（税込表示）

❶　アブラハムと神さまと星空と ―  創世記・上 ―
　224 頁・1,430 円 ISBN978-4-909871-07-7 C0216　〈第１回配本〉
❷　天からのはしご  創世記・下 　　　　　　       〈第 2回配本〉

❸　栄光への脱出  出エジプト記 　　　　　　      〈第 3回配本〉

❹　聖なる神の聖なる民  レビ記 　　　　　　        〈第 4回配本〉

❺　何度でも何度でも何度でも　愛  民数記 　  〈第 5回配本〉

❻　えらべ 、いのちを  申命記・上 　　　　　    〈第 6回配本〉

❼　神さまの宝もの  申命記・中 　　　　  　      〈第 7回配本〉

❽　いのち果てるとも  申命記・下 　　　　　      〈第 8回配本〉
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主な目次
大頭眞一牧師に「贈る言葉」　

北海道大学大学院特任教授　千葉　惠
（1）天地創造
（2）世界で最初のラブ・ソング
（3）ああ、アダム
（4）失楽園
（5）カインとアベル
（6）ノアの箱舟
（7）バベルの塔
（8）アブラハムの出発
（9）アブラハムの選択
（10）アブラハムの分け前
（11）アブラハムと神さまと星空と
解　説　 酒匂キリスト教会牧師　勝俣慶信

大頭眞一牧師に「贈る言葉」北海道大学大学院特任教授　千葉　惠
解　　説　 　　　　　　　　　　　　　     酒匂キリスト教会牧師　勝俣慶信

「しぶとく、諦めず、棄てない」
神がずっと私を追ってくる。

　毎週の講壇から実際に語られた礼拝説教。話され、聴き届けら
れたことばの持つリズムと生命感をそのままに書き起こすこと
で「聴く」説教集が出来上がった。「モーセ五書」講解に挑んだ
著者の全 8巻にわたる第 1巻目の重版！！

大頭 眞一（おおず・しんいち）
1960 年神戸市生まれ。北海道大学経済学部卒業後、三菱重工に勤務。英国マンチェスターのナザ
レン・セオロジカル・カレッジ（BA、MA）と関西聖書神学校で学ぶ。日本イエス・キリスト教団
香登教会伝道師・副牧師を経て、現在、京都府・京都信愛教会 / 明野キリスト教会牧師、関西聖書
神学校講師。

主な著書：『聖書は物語る』（2013、20238）、『聖書はさらに物語る』（2015、20194）、共著：『焚き火
を囲んで聴く神の物語・対話篇』（2017）、『アブラハムと神さまと星空と　創世記・上』（2019、
20202）、『天からのはしご　創世記・下』（2020、20222）、『栄光への脱出　出エジプト記』（2021）、

『聖なる神聖なる民　レビ記』（2021）、『何度でも 何度で 何度でも 愛　民数記』（2021）、『えらべ、
いのちを　申命記・上』（2022）、『神さまの宝もの　申命記・中』（2023）、『いのち果てるとも　
申命記・下』（2023 以上ヨベル）、『焚き火を囲んで聴く神の物語・聖書信仰篇』（2021、ライフス
トーラー企画）、『焚き火を囲んで聴くキリスト教入門』（2023、いのちのことば社）

主な訳書：マイケル・ロダール『神の物語』（日本聖化協力会出版委員会、2011、20122）、マイケル・
ロダール『神の物語　上・下』（ヨベル新書、2017）、英国ナザレン神学校著『聖化の再発見 上・下』

（共訳、いのちのことば社、2022）
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A5判 144頁  定価1,650円（本体1,500円＋税） 　
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いのちのことば社　卸コード 09220

その人のそばにいること、耳を傾けること、一緒に希望を見
いだすこと……。痛む人たちを精神的・心理的・霊的に支え
ることの必要を、若者支援、病院チャプレン、医療刑務所教
誨師としての視点から報告する。
　　　　　　　　　　

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 1月 20 日発売 2023年  赤紙
12 月下旬

苦しむ人・悲しむ人の
支えとなるために 
スピリチュアルケアの現場から
窪寺俊之・島田裕子・赤刎正清・岸本光子・清田直人・上田直宏 著

窪寺俊之（くぼてら・としゆき）　
一九三九年、東京都に生まれる。淀川キリスト教病院チャプレン、関西
学院大学教授、聖学院大学教授を経て、現在、兵庫大学大学院非常勤講師、
日本臨床死生学会常任理事、日本スピリチュアルケア学会代議員、日本
ホスピス財団評議員など。『スピリチュアルケアと教会』（いのちのこと
ば社）、『スピリチュアルケア入門』（三輪書店）、『スピリチュアルケア研
究』（関西学院大学出版会）などがある。

島田裕子（しまだ・ゆうこ）
一九六〇年、新潟県に生まれる。市教育支援センター職員、市教育委員
等を経て、現在、若者を応援するボランティア団体代表、市社会福祉協
議会理事。著書として、学会誌掲載論文「癒しの思想」（日本キリスト教
社会福祉学会）、「不登校児童生徒のスピリチュアルペイン」（日本スピリ
チュアルケア学会）などがある。

赤刎正清（あかはね・まさきよ）
一九六二年、兵庫県に生まれる。府中病院元臨床スピリチュアルケアカ
ウンセラー。現在、日本基督教団花の峯伝道所／成松伝道所牧師、兵庫
大学非常勤講師、堺看護専門学校非常勤講師、アガぺ甲山病院／教会協
力牧師、神戸聖隷福祉事業団支援員、神戸市特別支援学級支援員。著書
として、『続・スピリチュアルケアを語る』〔共著〕（関西学院大学出版会）。

現代人のたましいの叫びを聴く――

岸本光子（きしもと・みつこ）
一九五七年、大阪府に生まれる。現在、 大阪暁明館病院伝道所牧師・同
病院チャプレン、大阪医療刑務所 教誨師・篤志面接委員、関西学院大学
非常勤講師、日本臨床宗教師会、日本臨床スピリチュアルケア学会 会員。
著書として、 『主よ、用いてください―召命から献身へ』〔共著〕（日本キ
リスト教団出版局）などがある。

清田直人（きよた・なおと）
一九七二年、熊本県に生まれる。現在、社会医療法人栄光会栄光病院チャプ
レン／グリーフカウンセラー、ＮＰＯ法人栄光ホスピスセンター副理事長、
八代聖書教会協力牧師、九州大学医学部非常勤講師、久留米大学認定看護師
教育センター非常勤講師、日本スピリチュアルケア学会理事、日本死の臨床
研究会代議員、日本ホスピス緩和ケア協会九州支部幹事。著書として、『死
をみるこころ 生を聴くこころⅡ』〔共著〕（木星舎）、『ホスピス さよならの
スマイル』〔共著〕（弦書房）。

上田直宏（うえだ・なおひろ）
一九八一年、兵庫県に生まれる。日本基督教団関西学院教会伝道師、淀川キ
リスト教病院チャプレンを経て、現在、日本基督教団主恩教会牧師、サンフ
ランシスコ神学校（牧会学博士課程在学中）、関西学院大学非常勤講師、
The Society for the Study of Christian Spirituality 会員。著書として、論文「現
代の霊性への関心の高まりとその共同体性についての一考察」、訳書として、
『ソーシャルワークにおけるスピリチュアリティとは何か』〔共訳〕（ミネル
ヴァ書房）などがある。


